2026年華厳蓮社宜蘭分院「海印道場」落成式ならびに「歴史の大河・歳月は尽きることなく」文芸祭開催
願力が万人を感応させる

【本刊訊】「海印道場」は、用地購入、地目変更、建築許可申請、着工から完成に至るまで、前後9年の歳月を経ました。理事長の賢度法師は次のように述べています。「海印道場は単なる礼拝の場ではなく、今後は弘法・教育・文化・慈善を四大柱とするものです。これは台湾初の仏教弘法とデジタル文創（文化創意）園区のコンセプトを融合した開放的な道場であり、伝統を踏まえつつも新たな一歩を踏み出したものです」

華厳蓮社はすでに74年の歴史を有し、静かに「台湾仏教」の陰の立役者として歩み続けてきました。祖師である智光老和尚、南亭老和尚、成一老和尚は、在地の仏教文化を深く耕し、多くの人々を救済し、仏教を台湾で輝かせてきました。1949年の台湾移住以来、生涯を仏教の志業に捧げてきた理事長の賢度法師は祖師の遺訓を胸に、十方の事業を成就させてきました。新道場の建立に際しても、公に募金広告を出すことはありませんでした。十方の信者の寛大な浄財と力強いご支援のおかげで、今日の海印道場の落成を迎えることができました。

「海印道場」の「不募金の哲学」は、高い評価を受けています。構造体は完成したものの、まだ内装は施されていませんが、文創デザインの雰囲気やアート展覧会が催され、理事長の賢度法師はAI音楽創作に満ちあふれた芸術的エネルギーを注いでいます。文創とアートを融合させ、距離感のない斬新な弘法スタイルは、ひときわ親しみやすく感じられます。海印道場の落成は、華厳蓮社にとっての大きな一歩であるだけでなく、台湾仏教界におけるテクノロジー・教育・芸術を融合した画期的な出来事です。各界の関係者、来賓、信者の皆様の力強いご支援に感謝し、この未来志向の多様な文創園区を共に築き上げました。

6月27日午前9時30分、華厳蓮社宜蘭分院「海印道場」の落成式ならびに「歴史の大河・歳月は尽きることなく」文芸祭が執り行われ、理事長の賢度法師、中華大乗仏教会理事長の界雲大和尚、台北市仏教会理事長の天岳法師、新竹県仏教会理事長の天濬法師、北后寺住職の演一法師、祥光寺住職の能伝法師、員山郷の呉明珍代理郷長、中華村の陳明華村長、東南科技大学の李清吟校長、そして海印道場建立の功徳主である徐何美津居士がご列席されました。諸山の長老、法師、地方自治体の関係者、来賓の皆様のご臨席のもと、テープカットが行われ、海印道場の輝かしい歴史の一ページが刻まれました。

式典ではまず「百人献供儀式」が執り行われ、特に百名の建立功徳主が献供の代表として招かれ、長年にわたる道場建設へのご支援の功績と栄誉が称えられました。また、十方の信者も共に参加し、海印園区の落成という重要な歴史的瞬間を見守りました。順次「香・花・灯・塗・果・茶・食・宝・珠・衣」の十供養が捧げられ、各供養は十名の功徳主によって恭敬に奉納され、荘厳で殊勝な供仏の儀式が成就されました。十供養は仏教において極めて代表的な供養の儀軌であり、それぞれ戒香の清浄、万行の荘厳、智慧の光明、慈悲の潤沢、菩提の道果、甘露の法味、禅悦の法喜、殊勝の功徳、清浄円満、法身の荘厳などを象徴し、三宝への最も誠実で円満な供養の心を表し、正法の久住と衆生の法益への共感を祈念するものです。百人による献供の荘厳な光景は、信者たちの三宝を護持する赤誠の心を顕すだけでなく、僧俗四衆が同じ志のもとに団結し、弘法・教育・文化・慈善といった仏教志業を共に成就させ、道場が未来へと法灯を伝え、衆生を利益する新たな章を開くことを象徴しています。

式典では特に「十」のデザインが採用され、十供養の伝統的意義に応えるだけでなく、華厳宗の「十」が象徴する円満・無尽の意味合いを内包し、一切の功徳が円融無碍で重重無尽であることを表し、華厳法界の縁起が互いに融け合い、事事無碍の精神を示しています。百名の功徳主が敬虔な心で供養を成し遂げたことは、建立の因縁が大衆の願いを結集し、正法を護持し仏の慧命を継ぐという共通の信念を凝縮したものです。

引き続き、中華大乗仏教会理事長の界雲大和尚を海印道場の開山大宗長としてお迎えし、弘法志業を指導していただくこととなりました。また、台北市仏教会理事長の天岳法師を海印道場の開山方丈に、天勵法師を監院にそれぞれお聘きしました。さらに、海印道場創設者の賢度法師を開山女宗長としてお迎えし、四大志業の推進を指導していただき、天起法師と一慈法師を海印道場の住持に、惟道法師を監院にそれぞれお聘きしました。開山宗長は、仏教道場と伝承における最高指導者です。

上棟式は、古代中国の土木建築の出現にまで遡り、魏晋時代に明確な文献記録が現れ、遅くとも万暦年間には成熟した様式が確立され、明・清時代には中国各地で広く行われていました。海印道場の落成式では、特に意義深い「伝棟（でんとう）式」が執り行われました。これは伝統的な建築の「上棟」が建築完成と安全祈願を重視するのに対し、「伝棟」にはより深い時代的使命が与えられています。棟木は建築の支柱を象徴するとともに、仏法の慧命と道場精神の継承をも象徴し、一代から一代へと法灯を受け継ぐことで、創設者の悲願、僧団の使命、弘法利生の精神を確固として受け継ぎ、未来の世代に伝え、道場が末長く新たに仏の慧命を続け、有情を利楽することを願っています。

式では、与会の大衆が順次「弘法・教育・文化・慈善」の四大志業を象徴する四本の棟木をリレーし、寺院の将来の発展に向けた共通のビジョンを示しました。まず「弘法」を象徴する棟木がリレーされ、華厳宗の教法を伝承・弘揚し、祖師の法脈を継承し、如来の教えを広く宣べ伝え、華厳の思想と仏法の智慧が時代の中で灯火を継ぎ、衆生を利益することを意味します。大宗長の界雲大和尚から海印道場方丈の天岳法師、監院の天勵法師、新竹県仏教会理事長の天濬法師へと受け継がれました。次に女宗長の賢度法師から華厳蓮社住持の天聞法師、僑愛仏教講堂住持の天照法師、海印道場住持の天起法師、一慈法師へと受け継がれました。

次に「教育」の棟木は、僧伽教育と社会教育の並行を象徴し、弘法僧材の育成と仏教の命脈の継続に加え、技職教育の積極的推進、科技大学との産学連携の深化、専門能力と人文素養を兼ね備えた人材の育成、仏教が社会に奉仕する教育精神の発揮を目指します。社会教育は智光商工の林埔生校長、東南科技大学の李清吟校長が代表し、仏学教育は華厳専宗学院の副院長である天聞法師と劉政明講師が受け継ぎました。

第三に「文化」の棟木は、出版・芸術・典蔵・デジタル伝播など多様な方法で仏教文化を弘揚し、智慧を現代社会に溶け込ませることを表し、龍潭愛楽管弦楽団の張鴻宇団長、呉庭毓教授、及び海印チームの曲容萱が受け継ぎました。

最後に「慈善」の棟木がリレーされ、慈悲済世の精神を持って弱者のケアや社会奉仕を行い、仏教の抜苦与楽の精神を実践することが期待されています。台北市中正区幸市里の林禎吉里長、台北市中正区社会課の林金玫課長、員山郷中華村の陳明華村長をはじめとする多くの主要な実務者、ならびに華厳蓮社住持の天聞法師、海印道場住持の天起法師、僑愛仏教講堂住持の天照法師、福田功徳会総幹事の天仁法師に引き継がれました。四大志業は相互に支え合い、建築の棟木のように寺院の未来の弘法利生の使命を共に担い、世代を超えた協力と菩提の願いの共有という重要な瞬間を物語っています。

引き続き、「財団法人台北市華厳蓮社と科技大学との産学連携MOU覚書調印式」が行われました。蓮社はこれまで華梵大学、智光商工と深い産学連携の基盤を築いてきました。本日はさらに、東南科技大学の李清吟校長、宏国徳霖科技大学の林憲陽副校長、景文科技大学の高崇倫研究開発長、華梵大学の黄明義処長、台北城市科技大学の楊蕙芬教資センター長との間で協力意向書が締結されました。賢度法師の先見性あるビジョンにより海印道場が推進され、国内の科技大学との間で情報技術、AI創作、飲食サービス教育、文化創作芸術などの分野での協力が進められています。海印道場は正式に科技大学の産学連携実験・教学拠点となり、商業展開の重要な場ともなっています。海印は単なる仏教道場ではなく、デジタル文創園区、クロスボーダー多元芸術、AIデジタルと映像創作、ベジタリアン・飲食サービスの実験拠点・モデル地区でもあります。

長年にわたり信者が蓮社の四大志業の推進を支援し、浄財や労力を惜しみなく提供してきたことに対し、理事長の賢度法師より永年貢献賞が授与され、蓮社の張黄春香居士、僑愛講堂の游文峯居士が代表として表彰を受け、長きにわたるご支援とご愛顧に感謝の意が表されました。続いて「元門太極学苑」の官貴中総教練、創設者の呉素真教授率いる40名の指導者陣が台湾各地から志願して献供演武を披露しました。元門太極学苑は太極武芸を通じて、身心一体の精神境地を表現します。太極の道は剛柔併せ持ち、動静相生じ、武術であり修行でもあり、この献供が道場落成への最大の祝福となります。

さらに、「智光商工高校飲食サービス管理科と財団法人台北市華厳蓮社との産学連携計画」の除幕式が賑やかに行われました。理事長の賢度法師、智光の林埔生校長、翁国威副校長、王子玲副校長、飲食・旅行サービス部の范巧湄主任などの来賓が共に除幕しました。学生に実習の場を提供するデジタル文創園区は、産学連携専区であるだけでなく、智光飲食サービス教育の実験拠点でもあり、両拠点の除幕は海印デジタル文創園区の正式な始動を象徴しています！

午後13時には、「華厳大舞台音楽会」が開催され、「賢度法師創作世界交響AI音楽会―中西融合マルチメディア文創巨編」の公益音楽会が披露され、龍潭愛楽管弦楽団が情熱的に演奏しました。指揮者の導きと団員の見事なアンサンブルにより、創作者・賢度法師の『華厳経』への想いが豊かで多層的に表現されました。聴衆はそれぞれ作品へのイメージと感情を重ね合わせ、感染力あふれるライブ演奏に深く感動しました。千人を超える参加者の前で、仏教の伝統と現代のテクノロジー芸術が融合した圧巻の魅力が体感されました。イベントは14時30分に円満に終了しました。


図説1： 華厳蓮社宜蘭分院「海印道場」落成式ならびに「歴史の大河・歳月は尽きることなく」文芸祭、全来賓の記念撮影。
図説2：華厳蓮社宜蘭分院「海印道場」落成式ならびに「歴史の大河・歳月は尽きることなく」文芸祭、来賓によるテープカット。
図説3：百人献供儀式、建立功徳主が献供の代表を務める。
図説4：海印道場伝棟式、「弘法」の棟木は華厳宗の教法の伝承と弘揚、祖師の法脈の継承、如来教法の広宣を象徴。
図説5：「文化」の棟木は、出版・芸術・典蔵・デジタル伝播など多様な方法による仏教文化の弘揚を象徴。
図説6：「慈善」の棟木の継承は、慈悲済世の精神を持ち、弱者のケアや社会奉仕を行い、仏教の抜苦与楽の精神を実践することを願う。
図説7：華厳蓮社と科技大学との産学連携MOU覚書調印式。
図説8：理事長の賢度法師による永年貢献賞の授与。
図説9：華厳蓮社と智光商工との文創デジタルメディア産学連携除幕式。
図説10：「華厳大舞台音楽会」、「賢度法師創作世界交響AI音楽会―中西融合マルチメディア文創巨編」公益音楽会の公演。
図説11：「賢度法師創作世界交響AI音楽会―中西融合マルチメディア文創巨編」公益音楽会公演終了、全来賓の記念撮影。
